埼玉県空手道連盟
公認審判員規定

この規定は、公益財団法人全日本空手道連盟、公認審判員規定に基づき制定する。
第１章　　組手審判員

（区分）

第１条　　公認組手審判員は、次の通り区分する。　　　　　　　　　　　　　

（１）組手審判員　A級、Ｂ級並びにＡ’級、Ｂ’級、Ｃ級、Ｃ’級とする。
（資格）

第２条　　組手審判員は資格基準に基づき、県の公式競技において、審判員の　　　　　　資格を有する。

（組手審判員資格、基準等）

第３条　　組手審判員は、次に掲げる資格基準に基づく。
（１）公認段位３段以上とし、空手道歴７年以上・年齢満２５歳以上で、資格「Ａ」は県の主審、「Ｂ」は県の副審とする。
（組手審判員の移行措置）

第４条　　現行の組手審判員資格の移行措置は、以下とする。
　　　　　・３段以上「Ａ」資格者は「Ａ」とする。
・２段以下「Ａ」資格者は「Ａ’」とする。
・３段以上「Ｂ」資格者は「Ｂ」とする。

　　　　　・２段以下「Ｂ」資格者は「Ｂ’」とする。
　　　　　・「Ｃ」、「Ｃ’」資格者は「現行どおり」とする。
（移行措置期間等）

第５条　　第４条の移行措置期間は平成２４年度内で実施される講習会で行なう。

（資格の有効期限）
第６条　　審判員の有効期限は、資格取得の次年度から３年後の３月３１日までとす
　　　　　る。
（資格の更新）
第７条　　組手審判員の資格の更新は、その有効期限内に本連盟が指定する講習会に
　　　　　出席、受講することをもってこれを行なう。
（資格の失効、格下げ）
第８条　　有効期限内に更新しなかった場合は、資格を失効する。
２．講習会に年１回以上出席、受講しなかった場合は資格を格下げする。
（審査会の実施）

第９条　　審査会の実施は、年１回実施することを原則とし、日時、場所、必要事項をあらかじめ公告又は通知する。

（審査員）

第１０条　組手審判員の審査員は、本連盟の会長が選任するものとし、資格審査員より選任する。
（受審者の資格基準）
第１１条　組手審判員の審査を受けるためには、全空連会員登録者並びに本連盟会員登録者で、第３条（１）の要件を満たす者でなければならない。

（受審の申請）

第１２条　組手審判員の審査を受けようとする者は、所定の申請書を提出しなければならない。
　　　２．組手審判員の審査料は本連盟が定める。
（審査の科目）

第１３条　審査の科目は、実技試験並びに筆記試験を行なうものとする。

（審査料）

第１４条　受審者は、申請時に審査料を納入しなければならない。

（委嘱）

第１５条　本連盟で行なわれる競技の組手審判員について、有資格者不足の場合は他に
　　　　　委嘱することができる。
（講習会）
第１６条　全国組手審判員、地区組手審判員並びに第１条に該当する組手審判員は本連盟が指定する講習会を２回以上受講しなければならない。
　　　（１）やむを得ない場合は、事前に承認を得なければならない。

（講習会参加基準）
第１７条　全国組手審判員、地区組手審判員、県組手審判員資格者とする。
（定年）
第１８条　組手審判員の定年は、満６５歳とする。但し、満６５歳定年後も更新できるものとする。
　　　２．本連盟（区郡市連盟含む）が認める場合、定年を越えても監査並び　　　　　に審判員を委嘱することができる。
（県大会参の参加基準）
第１９条　本連盟が主催する競技会においては、第３条並びに第１６条を満たす者とする。
　　　　　但し、第１５条に基づき他に委嘱することができる。
（上位組手審判員受審者の承認）
第２０条　全国組手審判員、地区組手審判員受審者は、本連盟の承認を得なければならない。
第２章　　形審判員

（区分）

第２１条　公認形審判員は、次の通り区分する。　　　　　　　　　　　　　

（１）形審判員　A級、Ｂ級とする。

（資格）

第２２条　形審判員は資格基準に基づき、県の公式競技において、審判員の　　　　　　資格を有する。

（形審判員資格、基準等）

第２３条　形審判員は、次に掲げる資格基準に基づく。
（１）公認段位４段以上、地区組手審判員のほか公益財団法人日本体育協会公認空手道指導員以上の資格保持者で、満３０歳以上とする。

（２）資格は「Ａ」並びに、「Ｂ」とする。

（形審判員の移行措置）

第２４条　現行の形審判員資格の移行措置は、以下とする。

　　　　　・４段以上資格者は「Ａ」とする。

・３段資格者は「Ｂ」とする。

（移行措置期間）

第２５条　第４条の移行措置期間は平成２４年度内で実施される講習会で行なう。

（資格の有効期限）

第２６条　審判員の有効期限は、資格取得の次年度から３年後の３月３１日までと
　　　　　する。

（資格の更新）

第２７条　形審判員の資格の更新は、その有効期限内に本連盟が指定する講習会に

　　　　　出席、受講することをもってこれを行なう。

（資格の失効、格下げ）

第２８条　有効期限内に更新しなかった場合は、資格を失効する。

２．講習会に年１回以上出席、受講しなかった場合は資格を格下げする。

（審査会の実施）

第２９条　審査会の実施は、年１回実施することを原則とし、日時、場所、必要事項をあらかじめ公告又は通知する。

（審査員）

第３０条　形審判員の審査員は、本連盟の会長が選任するものとし、資格審査員より選任する。

（受審者の資格基準）

第３１条　形審判員の審査を受けるためには、全空連会員登録者並びに本連盟会員登録者で、第２３条（１）の要件を満たす者でなければならない。

（受審の申請）

第３２条　形審判員の審査を受けようとする者は、所定の申請書を提出しなければならない。

　　　２．形審判員の審査料は本連盟が定める。

（審査の科目）

第３３条　審査の科目は、実技試験並びに筆記試験を行なうものとする。

（審査料）

第３４条　受審者は、申請時に審査料を納入しなければならない。

（委嘱）

第３５条　本連盟で行なわれる競技の形審判員について、有資格者不足の場合は他に

　　　　　委嘱することができる。

（講習会）

第３６条　全国形審判員、地区形審判員並びに第２１条に規定する形審判員は本連盟が指定する講習会を３回以上受講しなければならない。

　　　（１）指定形講習会２回以上、レベルアップ講習会１回以上を、自流派と他流派
　　　　　を受講しなければならない。
（２）やむをえない場合は、事前に承認を得なければならない。
（講習会参加基準）

第３７条　全国形審判員、地区形審判員、県形審判員資格者とする。

（定年）
第３８条　形審判員の定年は、満６５歳とする。但し、満６５歳定年後も更新できるものとする。

　　　２．本連盟（区郡市連盟含む）が認める場合、定年を越えても監査並び　　　　　に審判員を委嘱することができる。
（県大会参の参加基準）

第３９条　本連盟が主催する競技会においては、第２３条（１）並びに３６条を満たす者とする。

　　　　　但し、第１５条に基づき他に委嘱することができる。
（上位形審判員受審者の承認）

第４０条　全国形審判員、地区形審判員受審者は、本連盟の承認を得なければならない。
第３章　　雑　　則
（規定の改正）

第４１条　本連盟は理事会の議決により変更することができる。

附則

この規定は、平成２４年７月１日より施工する。

